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第 18 回 横浜市宅地造成等災害防止対策検討委員会 会議録 

日 時 令和７年８月 20 日（水）15時 00 分～17時 00 分 

開 催 場 所 横浜市役所 18 階会議室 

出 席 者 【委員】 

・早野 公敏（横浜国立大学 教授） 

・浅野 志穂（森林総合研究所 研究ディレクター） 

・稲垣 秀輝（株式会社環境地質 代表取締役会長） 

・海老原 佐江子（城南かがやき法律事務所 弁護士） 

・齊藤 広子（横浜市立大学 教授） 

・杉山 文章（神奈川県土地改良事業団体連合会 専務理事） 

・二木 幹夫（一般財団法人ベターリビング 総括役） 

【事務局】 

・榊原 純（建築局宅地審査部長） 

・石井 聡（建築局宅地審査部宅地審査課宅地企画担当課長） 

・杭瀬 竜太（建築局宅地審査部宅地審査課担当係長） 

・高橋 洋平（建築局宅地審査部宅地審査課宅地企画担当） 

・大竹 純矢（建築局宅地審査部宅地審査課宅地企画担当） 

・羽布津 太一（建築局宅地審査部宅地審査課宅地企画担当） 

・瀬戸 陸（建築局宅地審査部宅地審査課宅地企画担当） 

欠 席 者 【委員】 

・白木 克繁（東京農工大学 准教授） 

開 催 形 態 一部公開（「２ 委員長の選任」まで） 

議 題 等 １ 開会 

２ 委員長の選任 

３ 第 17 回会議録等の確認 

４ 意見聴取事項  

 １ 既存盛土等調査の流れ・本市の状況 

 ２ 既存盛土等分布調査結果について 

 ３ 応急対策の必要性判断について 

 ４ 安全性把握調査の優先度評価について 

５ 事務連絡 

６ 閉会 

決 定 事 項 ・宅地造成及び特定盛土等規制法の施行に伴う検討事項は非公開とする。 

議 事 【開会】 
（事務局）定刻になりましたので、第 18 回横浜市宅地造成等災害防止対策検討委

員会を開催させていただきます。私は司会を務めます、建築局宅地審査課宅地企画

担当課長の石井と申します。よろしくお願いいたします。今年の４月１日より谷元
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委員の後任としまして、横浜国立大学教授の早野先生に委員に就任していただきま

した。よろしくお願いいたします。それでは早野委員からご挨拶をお願いいたしま

す。 

 

【委員あいさつ】 

（委員）※早野委員より挨拶 

 

【委員会の概要】 
（事務局）どうもありがとうございます。では、審議に先立ちまして事務局から説

明をいたします。 
（事務局）宅地審査課宅地企画担当係長の杭瀬と申します。本日はよろしくお願い

します。まずは会議の成立についてご報告いたします。委員会条例の第７条第２項

の規定のとおり半数以上の出席を満たしていることをご報告します。白木委員に

関しては事前にご欠席の連絡をいただいてますが、事前にいくつかご意見を頂いて

ますので後ほど説明の中でもご紹介させていただきます。また、齊藤委員と二木委

員については Web でのご出席ということでご連絡いただいております。 

※委員会の概要について説明 
 
【委員紹介】 
（事務局）※委員を紹介 
 
【委員長選任】 
（事務局）次にですね、今年の３月に谷元委員長が委員をお辞めになり、委員長

が不在の為、当委員会条例第６条第４項の規定のとおり、委員長代理である稲

垣委員にここからの進行をお願いします。 
（委員）はい。谷元委員長には大変感謝をしております。私、谷先生の最後の講演

に行ってきました。その際に面白い話をされていて、その時に教え子の方や地盤工

学のご専門の方が沢山いらして、その中には横浜国立大学の菊本先生や早野先生も

いらっしゃって、意見交換もさせていただき、いい機会となりました。谷先生が早

野先生を後任に指名され、地元の大学の先生で、さらに専門が地盤工学ということ

で、早野先生はお忙しいとは思いますが、委員長になっていただきたいなと思いま

す。いかがでしょうか。 
（全委員）異論なし 
（委員）早野先生もよろしいでしょうか。それでは早野先生に本委員会の委員長を

お願いするということで決定しました。それではここからの進行は早野委員長にお

願いしたいと思います。 
（委員長）委員長とのご指名を受けまして、恐縮ですが、皆様のお力をお借りして

委員会を円滑に進めていきたいと思っております。どうぞよろしくお願い致しま
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す。審議に入る前に、委員会条例第６条第４項に基づき委員長代理を選任したいと

思います。前回から引き続いて稲垣委員にお願いしたいと思うのですが、いかがで

しょうか。 
（全委員）異論なし 
 
【公開・非公開の決定】 
（委員長）では、稲垣委員に引き続き委員長代理をお願いしたいと思います。よ

ろしくお願い致します。それでは、審議に入りますので、事務局より説明をお

願いします。 

（事務局）本日の委員会でご審議いただきます、宅地造成及び特定盛土等規制

法の施行に伴う検討事項は、横浜市情報公開条例第７条第２項第４号に規定す

る非開示情報に該当するため、ここから先の委員会については非公開とします。 

 

【意見聴取事項】 
１ 既存盛土等調査の流れ・本市の状況 

 非公開とします。 

 

２ 既存盛土等分布調査結果について 
 非公開とします。 
 
３ 応急対策の必要性判断について 
 非公開とします。 
 
４ 安全性把握調査の優先度評価について  
 非公開とします。 
 
（委員長）事務局の方も何か確認したいこととか大丈夫ですか。皆さんも大丈夫で

すか。ちょっと時間を超過して申し訳ございませんでした。本日の審議事項は以上

となりますので、進行は事務局にはお返しします。 
 
【事務連絡】 
（事務局）はい。皆さんありがとうございます。皆さんお疲れ様でした。最後に事

務局から連絡がございますので、よろしくお願いします。 
（事務局）※事務連絡 
（事務局）今日は長時間どうもありがとうございました。これをもちまして、第 18
回横浜市宅地造成等災害防止対策検討委員会を閉会いたします。皆さんどうもあり

がとうございました。 
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※本会議録は委員及び会議関係者で確認の上、内容を確定しています。 

【閉会】 
 

以上 
資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 

(1) 【資料－１】 宅地造成等規制法改正を踏まえた本市の対応について 

(2) 【資料－２】 第 17 回横浜市造成宅地等災害防止対策検討委員会 会議録 

 

２ 次回開催について 

  未定 


